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第20回

財部と日光神社

財
部
三
社
の
ひ
と
つ
日
光
神
社

は
、
財
部
に
最
も
ゆ
か
り
の
あ

る
神
社
で
す
。（
財
部
三
社
と
は
日
光
神

社
・
沢
田
神
社
・
天て
ん

子し

宮ぐ
う

を
指
す
）

　

古
く
は
、
大
和
政
権
の
時
代
に
、
太

陽
信
仰
に
基
づ
く
「
財た
か
ら
の
ひ
ま
つ
り
べ

日
奉
部
」
と
い

う
祭さ
い

祀し

が
こ
の
地
で
行
わ
れ
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
財
部
」

の
語
源
と
い
わ
れ
て
お
り
、ま
さ
に
「
財

部
」
は
、
非
常
に
古
く
か
ら
あ
る
地
名

と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
和
銅
三
年
（
七
一
〇
年
）、

加か
も
の
よ
り
な
が

茂
頼
長
が
京
都
の
上
・
下
加
茂
神
社

お
よ
び
伊
勢
内
宮
天
照
大
神
を
奉
じ
て

日
州
財
部
に
下
向
、「
日
奉
り
」
を
実
施

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
地
に
、

日
光
神
社
を
創
建
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
加
茂
頼
長
は
蛭ひ
る

牟む

た田
家
の
先
祖

で
、
蛭
牟
田
家
は
近
代
ま
で
、
代
々
日

光
神
社
の
神
主
職
を
勤
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昔
は
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
や
鈎か

木ぎ

引ひ
き

も
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
鈎
木
引
は

毎
年
２
月
13
日
に
行
わ
れ
、
農
夫
が
南

北
に
わ
か
れ
、
神
社
の
山
か
ら
股
の
あ

る
木
を
切
っ
て
鈎
を
作
り
、
北
の
農
夫

が
伐
り
出
し
た
の
を
男
鈎
、
南
の
農
夫

が
伐
り
出
し
た
の
を
女
鈎
と
い
い
、
こ

の
両
鈎
を
合
わ
せ
て
、
大
縄
を
多
数
付

け
、
農
夫
が
引
い
て
勝
敗
を
争
い
ま
し

た
。
北
俣
、
南
俣
の
地
名
の
由
来
は
、

こ
の
鈎
木
引
か
ら
き
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
北
俣
は
、
桜
木
村
・
日
光
神
村
・

浦
興
善
寺
村
・
大
峯
村
・
古
井
村
・
坂

元
村
、南
俣
は
、柿
木
村
・
集
村
・
須
加
村
・

図
師
村
・
上
之
村
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
財
部
と
密
接
な
関

係
が
あ
り
、
歴
史
あ
る
場
所
に
一
度
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日光神社
杉やクスなどの巨木に
囲まれています。

日光トンネル
財日奉部のイメージが
描かれています。

三国名勝図会より
現在の形とほぼ同じで
あることがわかります

主に稲の豊作を願うた
めの儀礼を司る、大和
政権の時代の部所です。
穀霊を招き降ろし、朝
日が降りそそぐ東向き
の神聖な土地で、豊作
を祈る祭祀を行います。

日
ひまつりべ

奉部


